
 

 

 

 
 

 

 

 

本学部では特定科目の履修要件および卒業するための要件を設けています。 

下位年次から計画的に単位を修得しておくことが重要です。 

 
 

◆特定科目の履修要件◆ 

（１）第３年次の配当授業科目のうち、「専門演習Ⅰ」「専門演習Ⅱ」を履修するためには、「初年次ゼミ」（２単

位）、「初年次演習」（２単位）、「基礎演習Ⅰ」（２単位）および「基礎演習Ⅱ」（２単位）を修得していな

ければなりません。 

（２）第４年次の配当授業科目のうち、「卒業研究Ⅰ」「卒業研究Ⅱ」を履修するためには、卒業に必要な単位数

のうち７６単位以上を修得していなければなりません。 

 

◆卒業要件◆ 

(１) 卒業に必要な単位数 

区分 必修科目 選択科目 計 

専門科目 ３４単位 

５２単位以上 

ただし、基礎科目から１６単位以上、FAL 科目から２単位以上、 

展開科目から１８単位以上（各科目群から２単位以上を含む）を含む  

  ８６単位以上 

教養科目   ７単位 ３１単位以上   ３８単位以上 

計 ４１単位 ８３単位以上 １２４単位以上 

 

 

(２) 卒業に必要なＧＰＡ値 
入学時からの累積ＧＰＡ（後述）が１．３以上であること。 

 

 

 

 

本学部では、ＧＰＡ制度を導入しています。 

ＧＰＡとは、「成績の評語」に対応する数値として、「ＧＰ(Grade Point）」を付与し、履修した授業科目のＧＰに

単位数を乗じた値の総和に対して、同授業科目の単位あたりの平均を算出した値のことです。これは各科目の成績平

均値「ＧＰＡ（Grade Point Average）」を用いて、単位数という学修の量だけではなく、成績評価に基づく質を重ん

じた学修をしてもらおうという制度です。 

ＧＰＡは、各学生の指導担当教員が履修指導を行う際の指標として活用するほか、卒業要件にＧＰＡ１．３以上で

あることが含まれています。履修申請した科目のうち不合格科目が多くある場合、ＧＰＡを下げることになりますの

で、計画的に履修登録し、履修放棄などは避けて、履修登録した科目は最後まで受講するか、履修辞退制度を活用す

ることが重要です。 

成績の評語とＧＰの対応表およびＧＰＡ計算式は次のとおりです。成績の標語は入学年度により異なります。 

 

 

 

 

 

 

現代社会学部 

◆卒業要件◆ 

◆ＧＰＡ制度について◆ 

 

【２０２５年度以降入学生】 

成績 評語 
ＧＰ 

(グレードポイント) 
合否 

認定 Ｔ  認定 

１００点～９０点 Ｓ ４ 

合格 
８９点～８０点 Ａ ３ 

７９点～７０点 Ｂ ２ 

６９点～６０点 Ｃ １ 

５９点～４０点 Ｄ 

０ 不合格 ３９点～０点 Ｅ 

評価不能 ＊ 

 

【２０２４年度以前入学生】 

成績 評語 
ＧＰ 

(グレードポイント) 
合否 

認定 Ｔ  認定 

１００点～９０点 Ａ ４ 

合格 
８９点～８０点 Ｂ ３ 

７９点～７０点 Ｃ ２ 

６９点～６０点 Ｄ １ 

５９点～４０点 Ｅ 

０ 不合格 ３９点～０点 Ｆ 

定期試験未受験、 

評価不能 
＊ 

 

 

ＧＰＡ＝ 

 

   ※【】内は２０２４年度以前入学生の評語です。 

 

 

 

 

単位修得状況欄については【略称】で表記されます。 

下表の正式名称を参照し、卒業要件の確認にご活用ください。 

 

成績用科目分類（略称） 成績用科目分類（正式名称） 

社会調査 社会調査士関連 

ＳＩ ソーシャルイノベーション（ＳＩ） 

ＬＤ ライフデザイン（ＬＤ） 

ＭＣ メディアコミュニケーション（ＭＣ） 

自然科学 自然・科学技術系 

他学部科 他学部・他学科 

判定外 判定対象外科目 

 

 

 

 

 

■問い合わせ先  教 務 課  072-800-1033/072-839-9106 

履修した授業科目の単位数の総和（不合格科目の単位数含む・履修辞退科目の単位数は含めない） 

（４×Ｓ【Ａ】の修得単位数）+（３×Ａ【Ｂ】の修得単位数）+ （２×Ｂ【Ｃ】の修得単位数）+ （１×Ｃ【Ｄ】の修得単位数） 

◆単位修得状況欄の確認方法について◆ 


